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災害に強い県土と防災機能の強化

寧毘者守千:::11:::. ヲ定「(第三樋郵便物胞可}E企画 特 集 】

い県土を構築しようとしている。 30、40代の

県民3入院登場してもらい、その提言や問い

掛けに村井嘉浩宮城県知事がメッセー?を発

する紙上トークの形で、復興に向けた課題や

展望を探る。

甚大な被'嘗をもたらした東日本声Z震災から

間もなく l年になる。シリーズ「ふるさと宮

城・将来像を探る」の5回目のテーマは「災

害に強い県土・国土構造J。巨大津波で想定

を超える深手を負った沿岸部を中心に、宮城
県は多重防御のインフラ護側で津波に負けな

全
園
田
建
鐙
韓
膏
年
金
と
幹
苦
感
じ
た
と
い
う
船
山
さ
ん

H
2月
日
目
、
仙
台
市
青
葉
区
よ
静

般山

海
波
で
被
災
し
た
沿
岸
部

の
住
民
を
高
台
、
内
陸
部
に

移
転
し
て
も
ら
い
、
居
住
区

域
を
多
量
防
御
で
守
る
と
い

う
構
想
は
、
基
本
的
に
は
正

し
い
と
思
い
ま
す
。
防
潮
堤

に
如
実
て
道
事
鉄
道
で
も

波
を
食
い
止
め
ら
れ
れ
ば
、

減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
だ
、
海
の
そ
ば
玄
暮
ら

さ
な
い
シ
任
事
に
な
ら
な
い

と
い
う
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
の
命
を
守
る
避

難
施
般
を
獲
備
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
警
」
が
あ
っ

て
、
が
っ
ち
り
し
た
構
造
の

建
物
が
必
要
で
す
。
場
所
の

選
定
に
は
住
民
の
意
向
を
吸

い
上
げ
て
ほ
し
い
。
岩
手
で

は
住
民
の
車
量
で
建
設
さ
れ

作
品
議
際
際
尽
か
津
波
か
ら
大

野
の
子
ど
も
の
命
和
教
っ
た

例
が
あ
り
ま
す
。
地
元
住
民

の
知
事
室
主
か
す
の
で
す
。

被
災
地
支
援
で
は
紳
を
感

立
証
し
た
。
建
設
業
膏
年
会

の
関
係
で
3
月
初
日
、
鹿
児

島
県
か
ら
パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ

ー
し
て
況
時
間
か
け
て
、
A
E

料
な
ど
大
量
の
事
務
援
を

届
け
て
く
れ
た
。
ほ
か
に
も

千
葉
、
静
岡
、
徳
島
な
ど
遠

方
の
宵
年
部
が
炊
畠
邑
出
し
な

ど
で
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

シ
ン
ポ
ジ

Z
「
覇
市
創
造

3
・
刊
大
震
災
か
ら
の
警

で
、
新
た
な
復
興
モ
デ
ル
と
し
て
曙
土
を
叩
年
計
画
で
再
生
さ

せ
る
号
え
を
力
脱
し
た
村
井
警
知
事
H
2月
呂
田
、
仙
台
市

青
葉
区
の
東
北
大
・川
内
萩
ホ
l
ル

足Uない高規格道路の整備早く

山
元
町
の
津
波
被
害
は
と

て
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
防

災
を
重
視
し
義
裂
な
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
多
量
防
御
の

視
点
を
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。
防
護
、
額
控
加
え

て
、
か
主
げ
道
路
が
あ
れ

ば
令
ち
安
心
で
章
守
。

J
Rの
駅
舎
と
連
絡
橋
は

奇
忌
確
停
υて
、
避
難
可

能
な
場
所
と
し
て
獲
倒
し
て

ほ
し
い
。
日
中
の
山
元
町
は

高
蛍
奈
多
い
の
が
特
徴
で

県
市
北
后
年
育

一
す
。
高
齢
な
方
や
平
か
」
も
が

城
台
東
務
凶

抑

一
短
時
間
で
避
難
で
き
る
よ
う

宮
仙
ン
工
。
第

一

年

。

コ

和

島

一
語

警

護

を

警

9
ベ

白山
卒
ネ
部
締
建

一
き
だ
と
思
い
ま
す
。
津
波
か

ω大
ゼ
阿
覗
北

一
ら
の
書
室
明
確
に
し

業
手
年
表
東

一

や
工
大
田
山
何
年

一
て
、
毛
布
や
非
常
食
を
十
分

つ
北
、
、
社
日

一
に
備
蓄
し
て
ほ
し
い
。

か
東
社
め
同
、
。

一

.
。
会
動
年
業
任

一

事
か
ら
車
で
逃
げ
辛
つ

ま
身
殴
に
∞
段
就

一
と
し
て
、
渋
滞
に
な
っ
て
助

E
建
ど
初
建
畏

一
か
ら
な
か
っ
た
人
も
い
ま
し

t
町
合
な

。
県
会

一

ふ
森
総
庖
社
域
会

一
た
。
海
側
と
肉
腫
部
を
結
ぶ

丸
の
支
入
宮
年

一
東
西
の
道
路
が
防
加
翁
箆
と

ま
し
た
。
東
事
事
心
と
し

τて
役
習
を
果
た
す
と
と
が

た
広
域
通
携
を
日
頃
か
ら
憲

一
大
切
で
す
。
道
帽
を
確
侭
υ

織
し
て
古
与
え
一
合
つ
こ
と
が
重

一
た
£
で
、
災
寄
時
は
東
西
を

要
だ
レ
』
患
い
ま
す
。

一
優
先
道
路
に
し
、
防
災
無
線

道
路
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

一
の
子
局
や
夜
間
照
明
も
充
実

よ
る
利
用
を
考
え
て
ほ
し

一
レ
て
も
ら
い
た
い
。

い
。
今
回
の
震
災
で
分
か
つ

一

J
R
常
磐
線
に
関
し
て
は

た
よ
う
に
、
道
路
は
つ
な
が

一
翼
区
闘
を
内
陸
部
に
移
転

っ
て
い
て
こ
ネ
辛
苦
也
。
寸

一
し
て
一
翼

ga字
る
よ
う
で

断
主
て
し
ま

E死
ん
で

一

m
a

k
aい
ま

す

。

道

路

網

と

し

一

刀

て
考
え
、
線
通

υも
の
ル
l
一

の

〉

ト
を
形
成
し
道
高
度
に
生

一

M
員

ω
ラ

か
す
主
夫
を
す
る
の
で
す
。

一

H
Pん

東
北
は
広
い
の
で
生
活
や

一
郎

オ
元

大
』

一E
ジ
山
Z
L

産
業
陀
道
路
が
必
要
で
す
。

一
害

一フ

晃
百
良

署

地

一

室

長

講

一
手

刷

タ

-

さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
高
規
紗

一
日

凶
宮
;

道
路
は
足
り
な
い
。
災
害
芝

山

円

藤

備

え

る

観

点

か

ら

も

、

必

要

一

伊

な
骨
格
路
線
を
皐
期
に
監
備

一

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

一

すぐに避難できる施設や道路を
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
期
聞
が

大
変
で
す
。
現
在
の
列
宙
開
ダ

イ
ヤ
や
代
行
パ
ス
は
と
て
も

不
便
な
の
で
、
若
い
人
た
ち

が
町
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

プ
レ
ハ
ブ
の
出
さ
な
ラ
ジ

オ
局
で
革
、
町
民
の
方
々

が
届
い
て
る
よ
」
「
像
札

立
っ
て
い
る
よ
」
と
声
亭
掛

け
て
く
れ
た
り
、
義
し
入
れ

を
持
っ
て
来
て
く
れ
科
行
じ

ま
す
。
阜
世
耳
fd情
報
の
大
切

セ
迄
痛
感
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
単
位
に
防
災
拠
点

セ
ン
タ
ー
を
建
叡
し
、
防
災

情
報
の
受
匝
建
慣
が
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
行
政
、
防
災
無
線
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
一
之
V
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

機
能
を
集
約
す
る
の
で
す
。

元
ゴ
時
町
、

山

。
臨

元
れ

県
卒
町
山
さ
す

城
高
元
。
流
ら

宮
院
山
職
で
暮

年
学
、
現
波
で

乃
コ
後
ら
埠
宅

四
ニ
た
か
は
住

ミ
め
月
宅
設

か
ド
勤

6
自
仮

ゆ
聖
に
年
た
の

.

。
ど

U
つ
原

う
れ
な
却
あ
戦

と
ま
場
。
に
合

い
生
フ
員
元
町

町
ル
職
坂
同

牢
校
の
安
全
、
危
機
管
理
な
ど
の
研
究
在
進
め
る
佳
麗
さ

ん
H
2
月
刊
目
、
仙
台
市
膏
葉
区
再
審
青
葉

授教准

)

-

U
 

タ

(

、ノ

μ

融

市

あ

同

出
健

阜
市害災大レ

L
4
イ東

佐藤

津
波
か
ら
多
量
防
御
で
地

域
を
守
る
方
策
は
、
地
域
住

民
の
意
向
を
尊
量
し
な
が
白

進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
多
量
防
御
に
よ
っ
て
津

波
か
ら
逃
げ
る
時
間
的
猶
予

が
増
え
ま
す
が
、
避
難
開
始

が
遮
れ
で
は
一
月
も
手
も
あ
り

ま
せ
ん
。
多
重
防
御
と
い
う

ハ
1
Fを
生
か
す
ソ
フ
ト
、

地
峨
力
が
必
需
災
寄
文
化

を
地
域
力
で
継
承
レ
aす。

学
校
の
安
全
年
畿
の
安

全
の
関
係
強
化
が
問
わ
れ
、

近
年
、
学
校
と
町
内
会
と
の

合
同
の
防
災
訓
練
や
話
左
ロ

い
が
一
部
芳
始
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
屋
乱

的
な
連
携
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
学
校
と
地
域
の
安
全

を
望
号
証
た
新
し
い
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
同
損
し
て
ほ

し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
災
謡

に
強
く
、
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
が
実
現
K
正す。

早
常
時
か
ら
の
掌
段
の
安

全
査
画
づ
く
り
に
地
震
民

が
参
画
し
、
学
長
胸
膜

士
教
育
聞
に
対
し
て
、
地
域
の
自

一
然
と
人
々
の
生
活
と
の
関
わ

一
り
を
熟
知
す
る
地
域
住
民
の

一
協
力
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
先

一
生
た
ち
の
負
担
を
増
や
さ

活
気
あ
ふ
れ
る
ラ
ジ
オ
局
舎
で
仕
事
を
す
る
情
藤
さ
ん
H

2
月
時
目
、
官
堀
鼎
山
売
町
書
生
扇

未
来
に
続
く
安
全
安
心
な
社
会

3
・
H
の
惨
事

繰
り
返
さ
な
い

本
県
に
宋
曽
有
の
被
害
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
遅
速
か
つ
後
の
災
費
策
を
進
め
る
上
た
っ
て
は
、
被
災
市
町
村
の
心
主
活
を
営
め
る
社
会
を

も
た
ら
し
生
息
同
本
穴
震

災

警

護
の
高
い
災
事
情
調
収
で
取
り
組
む
べ
き
量
震
な
と

意
向
や
専
門
家
の
意
見
を
踏
つ
く
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な

の
発
生
か
ら
間
も
な
く
1
牛

崎県

・
伝
達
体
制
の
整
備
な
と
で
す
。
ま
え
る
と
と
か
必
須
と
注
り

り
ま
せ
ん
。

が
経
通
し
よ
う
と
し
て
い
ま
ど
、
防
災
に
関
す
る
施
策
を
県
で
は
、
沿
岸
部
の
防
災
ま
す
。
今
回
の
震
災
に
お
い

3
月
旦
百
の
惨
事
を
二
度

す
。
事
災
直
復
、
情
報
不
足
ハ
l
F
・
ソ
フ
ト
函
由
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
て
、
多
く
の
公
立
学
校
が
避
と
繰
り
返
す
と
と
の
な
い
よ

や
道
路
の
寸
断
、
食
料
品
や
展
開
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
た
め
、
三
陣
協
賛
白
書
一
道
難
所
や
防
災
拠
点
と
し
て
活
う
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
防

燃
料
の
確
保
な
ど
、
前
例
の
で
一
暮
ら
す
と
と
が
で
き
る
県
な
ど
防
災
の
役
割
も
果
た
す
用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
の
意
織
を
風
化
さ
せ
る
と

な
い
ま
室
長
困
離
に
直
土
づ
く
り
を
重
し
ま
す
。
沿
岸
部
の
道
事
、
み
雲
市
町
村
や
地
域
コ
ミ
ユ
ニ
テ
と
な
く
、
未
来
を
雪

E

面
し
た
こ
と
は
、
舎
で
も
鮮
平
人
の
皆
さ
ん
の
お
話
に
県
北
高
速
幹
線
道
路
な
ど
臼
ィ
l
、
関
係
機
聞
と
遍
携
し
も
た
ち
、
ひ
い
て
は
次
世
代

明
に
配
憶
し
て
い
ま
す
。

も

あ

り
ま
す
災
害
時
で
も
機
本
海
側
の
高
速
道
路
と
の
東
て
、
学
校
の
防
災
機
管
を
高
に
生
き
る
人
々
の
た
め
に

今

回

の

よ

事

歪

警

か

能

す

る

謹

綱

の

審

議

覇

を

童
9
桑
鋸
の
鐙
め
て
い
き
ま
す
。
も
、
思
い
を
一
定
し
て
、

ら

農

の

皆

完

の

蓄

や

難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
備
を
重
量
す
。
塾
た
ち
は
、
大
震
災
に
迎
災
奮
に
強
い
安
全
安
心
な
県

申
落
を
守
る
た
め
、
県
で
は
、
保
、
地
域
弁
学
校
の
瞳
漉
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路
な
過
し
た
時
代
の
人
間
と
し
土
春
婦
議
し
て
ま
い
り
ま
し

耐
災
位
の
高
い
多
量
型
受
通
よ
る
防
災
カ
の
向
上
は
、
今

Y
陪
総
鋭
開
問
の
置
構
築
に
当
て
、
後
世
の
人
々
が
安
全
安
ょ
う
。

学校と地域の安全を融合させる

出
学
、
大
セ
災

市
築
務
大
究
防

取
建
勤
北
研
、

名
科
社
東
御
学

年
究
会
、
制
工

刷
出
研
叡
て
寄
露

国
学
建
経
災
地

工
。
を
腐
は

し
院
了
科
付
門

け
学
修
学
科
専

た
大
程
築
究
。

・
大
線
建
研
師
。

う
北
士
専
学
総
ど

と
東
修
高
工
一
な

さ

。
攻
城
院
タ
育

.

身

尊

宮

学

ン

教

ず
、
行
政
や
大
学
、
企
業
、
N

P
Oを
含
め
地
域
の
教
育
力

を
集
め
て
進
め
る
の
で
す
。

平
ど
も
た
ち
「
ほ
由
民
間
の

二
菌
性
(
災
害
と
恩
恵
)
を

教
え
る
こ
と
が
大
切
。
災
害

を
も
た
ら
す
の
は
自
然
包
ご

く
一
部
で
、
日
頃
は
恩
恵
を

受
け
る
方
一
が
多
い
の
で
す
か

ら
。
地
械
を
帰
き
な
辛
ど
も

を
育
て
、
韓
烏
nm好
き
な
大

人
宇
治
お
・せ
ば
、
魅
力
あ
る

地
域
と
し
て
持
続
ぎ
す
。

仙

A
8落
と
製
羅
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
た

E

め
、
貞
山
浬
河
の
観
党
利
用
=

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

E

し
よ
う
。
防
災
と
マ
ッ
チ
ン
=

グ
し
忌
謹
ピ
ル
喜
善

一一

並
み
を
寧
一足
、
ア
ー
バ
ン
リ

一一

ゾ
l
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

4

一

都
市
謹
世
を
提
案
し
ま
す
。

一一

シリーズ「震災復興ふるさと宮城・将来像を語る 村

井先珊Eと紙上トークJは、本年度内に5回掲載しました。

曹待度は5、6月と2回の掲載で、次回のテーマは「教育」

を予定しています。 1回ごとにテーマを変えて河北新報朝

刊に掲載します。企画は河北新報社事業部入協力は宮城県

震災担魁興 ・企画部。


